




































































 

 

〔本部関係〕 
新型コロナウイルスの発生から２年が経過するなか、芸術文化協会本部では、感染防止

策など万全の対策をとりつつできる限りの事業実施を目指してきたところであり、令和４

年度については芸術文化予算の減額等厳しい環境のなかであるが、次のような視点を基本

に取り組んでいく。 

① 新型コロナウイルス感染症対策 

政府や県の新型コロナウイルス感染症対処方針や各種ガイドライン等を踏まえて、

飛沫拡散防止や検温など適切な対策を講じたうえで実施する。 

② 自主事業の充実 

寄付金等を活用して伝統文化の振興や顕彰事業を継続的に実施していく。 

③ 演奏・活動機会の提供 

県内芸術家ロビーコンサートやリサイタルの開催支援のほか、インターネット配信

を含めた様々な機会で演奏・活動の場を提供していく。 

④ 地域文化向上への支援 

 県民芸術劇場の幅広い芸術分野での実施やふれあい文化の祭典の県内各地域での開

催、地域文化団体協議会との更なる連携など、県民文化・地域文化向上を支援する。 

⑤ 講座事業等の充実 

アンケートを踏まえた魅力のある講座内容の検討やより参加しやすい短期講座開催

の検討など、受講者からの評価も高い講座事業を充実する。 

⑥ 事務改善の推進 

不断の事務改善に加え、令和５年１０月からの電子帳票や、インボイス制度導入に

向けた協会全体への対応を的確に進めていく。 
 

芸術文化普及啓発事業 
１ 主催事業 

（１） 芸術文化活動の表彰事業 
① 第４１回ふるさと文化賞の贈呈 

地域において永年にわたり、伝統文化の継承、ふるさと文化の高揚に多大な貢

献をされた個人、団体を顕彰するため、「ふるさと文化賞」を贈る。なお、伝統

文化ふれあい広場で発表の場を提供する。 

【件 数】 ３件以内 
 

② 亀高文子記念－赤艸社賞の贈呈（拡充） 

絵画の創作を通じて、県民文化の高揚に功績のあった女性洋画家を顕彰する

「亀高文子記念－赤艸社賞」について、寄付金を活用した永続的な実施に向けた

検討を進める。なお、特別展示室のロビー側壁面を利用し、受賞者記念展を開催

する。 

【件 数】 ２件以内 

【副 賞】 ２０万円 
 

③ 坂井時忠音楽賞の贈呈（拡充） 

県内における音楽活動に優れた業績をあげ、かつ、将来の活躍が期待される音

楽家を顕彰する「坂井時忠音楽賞」について、寄付金を活用した永続的な実施に

向けた検討を進める。なお、リサイタルシリーズへの出演機会を提供する。 

【件 数】 ２件以内 

【副 賞】 ３０万円 
 

④ ひょうごアーティストサロン賞の贈呈 

ひょうごアーティストサロンの事業に積極的に参加し、将来一層の活躍が期待 

される新進・若手芸術家及びサロンの企画・運営に協力的な指導者を顕彰するた 

め「ひょうごアーティストサロン賞」を贈る。 

【件 数】 ３件以内（アーティスト部門２件、協力者部門１件） 



 

 

（２） コンクール、展示事業 
① 第３４回全国手工芸コンクール in ひょうご 

女性を対象とし、ふだんの生活から創りだされた、ぬくもりのある手工芸作品

を全国から募集し、優秀作品を表彰する。 

【会 期】 令和４年１１月１１日(金)～１３日(日) 

【会 場】 原田の森ギャラリー 
 

② 第２８回兵庫ふれあい美術展 

日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真・昨年度に統合した鈴懸の径絵画部門の

作品を公募し、優秀作品を表彰する。 

【会 期】 令和４年１２月２３日(金)～２５日(日) 

【会 場】 原田の森ギャラリー 
 

③ 第６０回 ２０２２県展 

絵画、彫刻・立体、工芸、書、写真、デザインを公募し、優秀作品を表彰する。 

【会 期】 令和４年８月６日(土)～２０日(土) 

【会 場】 原田の森ギャラリー 

【共 催】 兵庫県・兵庫県立美術館・神戸新聞社 
 

④ 兵庫県民会館文化教室総合展 

兵庫県民会館で実施されている、美術・書道等さまざまなジャンルの文化教室

の作品を一堂に集めＰＲするとともに、受講生の交流、賑わいを醸成する。 

【会 期】 令和５年３月１７日（金）～１９日（日） 

【会 場】 兵庫県民アートギャラリー 
 

⑤ 新進美術家作品展（アーティストサロン事業） 

県内各美術団体の協力を得て、芸術文化コーディネーターのもと、新進作家を

中心とした作品展を開催する。 
 

 ・ひょうごアーティストサロン内ギャラリー 

作 品 展 開催時期（２ヶ月程度） 

兵庫二紀会選抜展 ４月～５月 

兵庫県写真作家協会新進作家選抜展 ６月～７月 

兵庫県美術家同盟新進作家展 ８月～９月 

兵庫の工芸壁面を飾る １０月～１１月 

兵庫県書作家協会選抜展 １２月～１月 

兵庫県日本画家連盟新進作家展 ２月～３月 
 

・県民アートギャラリー特別展示室 

作 品 展 開催回数等 

新進美術作家作品展（書、洋画） 年２回 （各５日間） 

  
  ・県民アートギャラリー大・中展示室 

作 品 展 開催時期 

兵庫県美術作家交流展 １２月 （５日間） 

会場構成を一新するほか、出品作家による作品解説も企画する。 

 

（３） 主催公演事業 
① 県民芸術劇場 

小学校、高校、公立文化施設が公演団体作成のＰＲ動画等により選択した舞台

芸術を鑑賞、参加体験する機会を提供するとともに、県内芸術文化団体等の育成、



 

 

公立文化施設の活性化を促すことにより県民文化の高揚を図る。県の補助金の減

少に伴い公演数は減少するものの、共同開催や公演機会の均等化等に配慮する。 

【時 期】 通年 

種別 開催場所 公演数（前年度） 公演内容 

一般公演 市町文化会館等 ５（１３） オーケストラ、室内楽、声楽、

打楽器、演劇、ミュージカル、

バレエ、人形浄瑠璃、狂言、

落語等 
学校公演 

小学校 

高等学校等 

 

５１（５５） 

合計 ５６（６８）  

② 県民会館ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

    兵庫県民会館のロビーを活用した新進・若手アーティストのコンサートを開 

催する。 

また、兵庫県いけばな協会の協力により、会場にいけばなを飾り、伝統文化 

の紹介に資する。 

【時 期】 原則毎月第２土曜日 

【会 場】 兵庫県民会館１階ロビー 
 

  ③ 県内芸術家ロビーコンサート（アーティストサロン事業） 

     県・市町の文化施設等における新進芸術家等によるロビーコンサートを実施 

することで、コロナ禍で少なくなった発表と鑑賞の機会を創出する。 

【回 数】 ２０公演程度 

     【会 場】 県市町文化施設 
 

④ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（アーティストサロン事業） 

兵庫県出身、在住、在勤、在学で芸術文化活動をする概ね４５歳未満の個人及

び団体で、今後の活躍が期待される新進芸術家に発表の場を提供する。 

また、兵庫県いけばな協会の協力により、会場にいけばなを飾り、伝統文化 

の紹介に資する。 

【回 数】 毎月１回程度 

【会 場】 兵庫県民会館けんみんホール 
 

（４） 講座・体験等事業 
① 兵庫県生活文化大学（充実） 

日々の暮らしに喜び、感動を求め、歴史や文化に深い関心を寄せる県民の学習

意欲に応えるため、多彩な講座で構成する兵庫県生活文化大学を開催する。 

 講 座 名 開催地 会   場 期間・回数(回) 

神
戸
校 

文化財 
（県立美術館「芸術の館友の会」） 

神戸市 兵庫県民会館 

４～２月  １０ 

考古学 
（県立考古博物館） 

４～２月  １０ 

日本美術  # 
（県立美術館「芸術の館友の会」） 

４～２月  １０ 

西洋美術 
（県立美術館「芸術の館友の会」） 

４～２月  １０ 

ふるさとの歴史 
（県立歴史博物館 ひょうご歴史研究室） 

４～２月  １０ 

音楽鑑賞 
（兵庫県音楽活動推進会議） 

５～３月  １０ 

明
石
校 

ふるさとの歴史 
（明石市） 

（県立歴史博物館） 
明石市 

明石市生涯学習セ

ンター 
４～２月  １０ 



 

 

姫
路
校 

ふるさとの歴史 
（県立歴史博物館） 

姫路市 
日本城郭研究セン

ター 
４～２月  １０ 

合計  ８講座 ８０回 

                  注）#は令和３年度にコロナのため中止 

② 地域と暮らしの兵庫学 

   田辺眞人 園田学園女子大学名誉教授を講師に迎え、兵庫県の風土が生み出し

た独自の地域文化や生活文化の中から、古くから伝わる伝説や歳時記、伝承行事

の様式の考察を交えて改めて歴史的に県域を考える。 

   【時 期】 令和４年９月頃～令和５年１月（全３回） 

   【会 場】 兵庫県民会館けんみんホール 
  

③ 伝統文化ふれあい広場 

     誰もが気軽に様々な伝統文化を一度に「する」「みる」ことができる機会を提

供し、伝統文化の裾野の拡大を目指す。 

     また、体験ブース間の間隔を拡大することにより密を回避し、実施する。 

【時 期】 令和５年３月４日（土）～５日（日）（予定） 

【会 場】 兵庫県公館 
  

④ 伝統文化担い手づくり事業（新規：協会自主事業として実施） 

   県事業として廃止されたものの、諸団体と連携して伝統文化の普及を促進する

ため、協会自主事業として継続的に取り組む。 

ア 伝統文化体験教室 

伝統文化をより深く体験できるよう県公館和風会議室を利用した体験教室

を開催する。 

【時 期】 令和４年５月～令和５年２月 

【会 場】 兵庫県公館 和風会議室等 

【内 容】 能楽、日本舞踊、須磨琴、長唄、三味線、いけばな 
  

イ 伝統文化学び塾 

      伝統文化体験教室等による体験機会により生まれた伝統文化にかかる求心

や技能習得への意欲を伝統文化の普及促進や人材育成に繋げるため、習い事と

して複数回の受講が可能な講座を展開し、舞台等で発表する。 

     【時 期】 令和４年６月～８月 

【会 場】 練習 兵庫県公館 和風会議室 

      発表 兵庫県立芸術文化センター 

【内 容】 箏コース(兵庫県筝絃連盟と連携) 
       

⑤ ひょうご未来の芸術文化人材創出事業（新規） 

     県内の新進・若手アーティスト等が県内各地域の学校や公共施設等に出向き、 

青少年への実演やレッスンを行い、芸術文化に関わる人材を育成する。 

     【時 期】 令和４年５月～令和５年２月 
 

⑥ 友の会事業の推進（充実） 

芸術文化を愛し、こころ豊かな生活文化を育む人々が、芸術文化に関する学習 

や交流事業を通じて、生きがいづくりと会員相互の交流を図るため、友の会事業

を推進する。また、会員数の拡大や会員特典施設の増加・充実等に取り組む。 

     なお、移動中や食事中の感染リスクが高い「ふれあいの旅」「ふるさと文化紀行」

等の旅の企画は、新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極めたうえで、実施の適

否の検討を行う。 

【名 称】 兵庫県芸術文化協会友の会 

【種 類】  個人会員               （会費:  3,000 円） 

ファミリー会員（同一世帯・２人まで）    （会費:  5,000 円） 



 

 

団体会員                           （会費: 10,000 円） 

【特 典】・文化情報紙「すずかけ」の送付（毎月） 

・生活文化大学の受講料等割引 

・美術館・博物館等の入館料割引 

・提携劇場指定公演チケットの斡旋･割引など     

     

２ 芸術文化団体等との連携事業 
（１）兵庫県地域文化団体協議会への支援 

県内７地域の文化団体協議会等と協会で組織する兵庫県地域文化団体協議会の

事務局を運営し、情報や課題の共有、共同事業の実施など地域文化の活性化を図る。   

① 地域文化団体との共同事業 ＊ 

県内７地域の文化団体協議会等と協力し、地域伝統文化事業をはじめ、各地の

自主的な芸術文化事業を開催するとともに、文化情報紙「すずかけ」で地域の代

表者や文化事業を紹介することにより、地域イベントへの参加者の増員を図る。 

【対 象】地域文化団体７団体 

【内 容】  

阪神南文化振興団体連絡協議会…「アルカディア盲導犬とともに音楽を愛でる会 

                コンサート」の開催 

阪神北文化振興団体連絡協議会…「阪神北文化フェスタ」の開催 

東播磨文化団体連合会……………  東播磨文芸誌「東はりま文化子午線」 

第４６号の発行 

西播磨文化協会連絡協議会……… 「西播磨地域ふれあい文化交流会」の開催 

但馬文化協会………………………  但馬文学のつどい「たじま作品集～短詩型 

文学～」第４７集の発行 

丹波文化団体協議会……………… 「丹波における伝統文化体験フェスティバル」 

                 の開催 

淡路文化団体連絡協議会………… 「淡路文化の祭り」の開催 
  

② 地域文化を考えるシンポジウム 

県内市・町文化協会長等が一堂に会し、シンポジウムを通じて地域の文化活動

を語りあい、芸術文化情報の交換と連携の輪を広げ、地域文化の活性化と県民文

化の向上を図る。 

【時 期】 令和４年１１月２５日（金） 

【会 場】 洲本市文化体育館 

【テーマ】 「くにうみの島淡路の歴史と新しい地域文化の創造」（仮称） 

 

（２）県民文化普及事業 ふれあい文化の祭典 ＊ 

芸術文化団体が、市町及び兵庫県の協力を得て実施する「ひょうご演劇祭」等「令 

和４年度県民文化普及事業―ふれあい文化の祭典」（２２事業）について、全ての事

業実施を目指すとともに、広報宣伝・観客誘致、開催記録等を担当する。 

（「ふれあいの祭典」全県事業が終了したことから「ふれあい文化の祭典」に名称変更） 

№ 事 業 名 関係文化団体 会場（市町）  

１ ひょうご演劇祭 兵庫県劇団協議会 西宮市  

２ ひょうご邦楽の祭典 兵庫県箏絃連盟 西宮市  

３ ひょうご吟剣詩舞道祭 
兵庫県吟詠連盟、 

兵庫県吟剣詩舞道総連盟 
姫路市  

４ 和太鼓フェスティバル in 兵庫 # 兵庫県太鼓連盟 養父市  

５ アンサンブル・フェスティバル兵庫 兵庫県音楽活動推進会議 西宮市  

６ 音楽とダンスの祭典 in Hyogo # 兵庫県ダンススポーツ連盟 神戸市  



 

 

７ ひょうごブラスフェスティバル  兵庫県吹奏楽連盟 西宮市  

８ 詩のフェスタ ひょうご 兵庫県現代詩協会 神戸市  

９ ひょうご名流舞踊の会 兵庫県舞踊文化協会 神戸市  

１０ ひょうご洋舞フェスティバル 兵庫県洋舞家協会 西宮市  

１１ ひょうご大茶会 # 兵庫県茶道協会 神戸市  

１２ ひょうご日本民謡フェスティバル 日本民謡民舞兵庫県連合会 神戸市  

１３ 全国手工芸コンクール in ひょうご 兵庫県婦人手工芸協会 神戸市  

１４ 兵庫県いけばな展（神戸展） 
兵庫県いけばな協会、 
兵庫県いけばな芸術文化振興会議 

神戸市  

１５ ひょうご俳句フェスティバル # 兵庫県俳句協会 神戸市  

１６ 兵庫県いけばな展（地域展）# 
兵庫県いけばな協会、 
兵庫県いけばな芸術文化振興会議 

加西市  

１７ 兵庫県交響楽祭 兵庫県オーケストラ協議会 丹波篠山市  

１８ 兵庫県川柳祭 兵庫県川柳協会 神戸市  

１９ ひょうご合唱の祭典 
兵庫県合唱連盟、 

兵庫県児童合唱連盟 
加東市  

２０ 兵庫短歌祭 兵庫県歌人クラブ 佐用町  

２１ 兵庫ふれあい美術展 (公財)兵庫県芸術文化協会 神戸市  

２２ ひょうご民俗芸能祭 兵庫県伝承民俗芸能文化協会 播磨町  

                 注）#は令和３年度にコロナのために中止になった事業 

（３）市町ホール活用支援事業 

     市町ホールの活性化、人材育成、県内公立文化施設間の連携強化を図るため、県内

２市町の公立文化施設（市町ホール等）が、音楽や演劇等の大型自主公演を共同で企

画する同一内容の自主公演事業を支援する。 

【採択件数】 ３件（６公演）   【対象経費】 公演出演料 

【助 成 額】   １公演あたり200万円上限（負担割合 県：施設①：施設②＝1:1:1） 

 

（４）舞台芸術鑑賞機会創出事業（新規） 

    県内の文化施設において、音楽・演劇等の有料公演を行う際に一定数を学生向け

に無料で開放し、コロナ社会で減少した子どもの舞台鑑賞機会や県内アーティスト

の活動機会を創出する舞台公演を支援する。 

【採択件数】 ３０公演程度    【対象経費】 公演料 

【助 成 額】 １公演あたり 500 千円上限 

 
（５）ひょうご文化交流のつどい ＊ 

県域文化団体協賛のもと、様々な分野の関係者が一堂に集い、交流・親睦を深め

る場を提供することにより、芸術文化活動の一層の発展を図る。なお、過去 2 回は

新型コロナウイルス感染症のために中止し、「すずかけ」紙面上でメッセージを掲

載しており、感染状況を見極めたうえで実施方法の検討を行う。                  

【時 期】 令和４年１２月 

【場 所】 神戸市内 

 

（６）芸術文化団体等の事業への支援 

県内で開催される文化振興に寄与する事業を支援するとともに、優秀作品に兵庫

県芸術文化協会賞を贈る。 

【後援名義】 年間約２５０団体 

 



 

 

（７）兵庫県文化賞受賞者懇話会への支援 

兵庫県文化賞受賞者で構成される、兵庫県文化賞受賞者懇話会の事務局運営等の

支援を通じて、芸術文化の振興を図る。 

 
＊…その他（芸術文化団体との連携事業）に区分される事業 

 

３ ひょうごアーティストサロンによる県内アーティストへの支援事業 
ひょうごアーティストサロンに芸術文化コーディネーターを置いて、新進・若手芸 

術家等に対する相談・助言や、発表の機会と場の提供などをより積極的に行うことに 

より、新進・若手芸術家の育成支援と地域における芸術文化活動のさらなる活性化を 

図る。 

 また、新進・若手芸術家の育成支援を図るために、様々な機会を通じた募金活動に

継続的に取り組む。 

 

（１）芸術文化関係者の交流・連携の促進 

様々な分野の芸術文化関係者がアーティストサロンに集い、出会い、語らいの場

として利用されることにより、交流拠点としてのサロン機能を発揮する。 

（２）相談・助言・斡旋事業の実施 

芸術文化情報の収集・発信を通して蓄積した人材情報等に基づき、初心者から若 

手、中堅を問わず芸術文化活動に関する様々な相談に応じる。 

また、県・市町および関係団体が主催するシンポジウム・セミナー・各種大会に

おいて、これらの事業に花を添えるような形で、県内のアーティストに参画してい

ただく「ひょうごさわやかステージ」と冠したミニコンサートやミニ展覧会を斡旋

することで、県民により多くの芸術文化に触れる機会を提供する。 
 

（３）若手アーティストの育成・支援 

① 動画で楽しむひょうごの芸術文化事業（新規） 

     県内の新進・若手アーティスト等による芸術活動（音楽演奏、美術展示、創作

活動等）の動画を作成し、web 上で動画配信することで、県民の芸術文化鑑賞機

会とアーティストの発表の場の拡大を図る。 

② 新進美術家作品展（再掲） 

③ 県民会館ロビーコンサート（再掲） 

  ④ 県内芸術家ロビーコンサート（再掲） 

⑤ 新進芸術家育成プロジェクト・リサイタルシリーズ（再掲） 

⑥ ひょうご未来の芸術文化人材創出事業（再掲） 

 

４ 情報の提供 
（１）文化情報紙「すずかけ」の発行  

    当協会の広報紙として定着してきた「すずかけ」について、ホームページとの連

携強化を図るなど、紙面リニューアルを検討する。 

【内 容】 芸術文化協会の事業紹介、文化関係者の活動紹介、県内のイベント

情報等 

【発 行】 毎月１回／５，０００部 

【配布先】 文化会館、美術館、博物館等の文化施設、市町文化担当課、友の会

会員ほか 

（２）文化情報の提供 

兵庫県民会館に文化情報紙、県内施設等の催物案内チラシなどを配架し、多彩な

文化情報を提供する。 

 



 

 

（３）ホームページの運営 

協会概要や本部の情報提供のみならず、芸術文化センター、ピッコロシアター、

県民会館、原田の森ギャラリー、横尾忠則現代美術館の各ホームページにリンクし、

各施設の公演、展覧会事業等を幅広く紹介することにより、施設、事業のＰＲとと

もに文化情報の蓄積・発信・共有を促進する。またネット上で展示品を鑑賞できる

バーチャルギャラリー“Walk360”を活用した画像提供をする。 

(公財)兵庫県芸術文化協会（https://hyogo-arts.or.jp） 

【内 容】・協会の概要 

・協会主催事業等の案内 

・管理施設の案内 

（４）その他多面的な広報活動 

① ＳＮＳの運営 

・YouTube チャンネルで動画配信をするほか、Twitter、Facebook、Instagram を

活用して、情報発信を強化する。 

② マスメディアによる情報提供の強化 

 ・テレビ、ラジオ、新聞等への記者発表、資料配布など 

 ③ 県広報媒体の活用 

  ・兵庫県広報紙「県民だよりひょうご」、サンテレビ県民情報番組「ひょうご 

発信！」兵庫県広報戦略課 Facebook「はばタンなび」等 

 ④ 県内文化施設等多様なチャンネルを活用した情報提供 

  ・兵庫県生活文化大学で共催している県立美術館、県立歴史博物館、県立考古博 

物館等の施設と連携してＰＲを行うほか、県内の文化施設や図書館、各教育機関 

を通じて情報発信を行う。 

https://hyogo-arts.or.jp


 

 

〔県立美術館王子分館関係〕 

県立美術館王子分館の管理・運営 
    

兵庫県立美術館王子分館の指定管理者として、横尾忠則現代美術館での展覧会、公開

制作やコンサートなど各種催しを開催し、芸術文化に関する情報発信を行うとともに、

原田の森ギャラリーでは、地域のプロ・アマチュア芸術家や県内芸術文化団体の発表の

場としての役割を果たせるよう管理・運営に努める。 

 
【所在地】 神戸市灘区原田通３丁目８番３０号 

【施  設】 〈原田の森ギャラリー〉 本館（１・２階展示室、収蔵庫） 

東館（１・２階展示室、収蔵庫地下１階・ 

地下２階） 

会議室（２室）、講義室等（３室） 

           〈横尾忠則現代美術館〉 アーカイブルーム、展示室（２・３階）、 

オープンスタジオ、ミュージアムショップ、 

インフォメーション、収蔵庫(地下１階) 

              〈喫茶棟〉 

〈附属駐車場〉 ３１台（時間貸し） 

 

１ 原田の森ギャラリーの管理・運営  

（１） 貸しギャラリー等の実施（拡充） 

当施設は、公立美術館としては全国最大規模のギャラリーを有している。明るく

開放的かつ快適な空間の展示室が利用者から好評を得、高い利用率を保っている。 

 ホームページやＳＮＳ媒体等による広報を行い、絵画教室に加え、コンサート等

多様な創作・発表活動の場の提供を行う。 

また、施設予約システムの新たな導入により、申請手続きの簡略化、デジタルサ

イネージによるイベント情報の自動掲示等を実現し、利用者の利便性を図る。 

さらに、整備を終えた Wi-Fi 環境を活用し、展示室等からイベント内容を外部配

信するなど、今後も新型コロナウイルス感染症への対策を徹底しながら、ギャラリ

ーのより一層の魅力アップに努める。 

 

（２） ギャラリー運営会議の実施 

広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の円

滑化を図るため、利用団体代表者を含む運営委員からの助言・提言を得るギャラリー

運営会議を実施する。 

 

（３） 情報の提供・広報 

 ① ホームページの運営（https://hyogo-arts.or.jp/harada） 

    【内  容】施設概要、展覧会情報、利用案内、空室情報 等 

② ＳＮＳの運用（フェイスブック、ツイッター、インスタグラム） 

    【内  容】即時性のある展覧会情報、イベント情報 等 

 ③ 美術情報の提供 

   【内 容】１階フロアに展覧会案内ハガキ、パンフレットを見やすく配置し、来

館者に情報サービスの提供を行う。また JR 灘駅をはじめ近隣施設に

ギャラリースケジュールを掲示するなど、地域と連携しながら利用者

増に努める。 

  ④ 障害者アート作品の常設展示 

全国的にも珍しい、障害のある方々の芸術作品等の発表、鑑賞機会の

https://hyogo-arts.or.jp/harada


 

 

拡大を目的とした「兵庫県障害者アートギャラリー（常設展示室）」

を館内に設け、２～３カ月毎に作品を入れ替えて展示を行う。 

 

 ２ 横尾忠則現代美術館の管理・運営 
横尾忠則氏の優れた作品等について広く県民に鑑賞する機会を提供するため、横尾

作品を中心とする魅力ある展覧会を実施するとともに、『横尾芸術の一大拠点』とし

て、横尾氏による公開制作や著名人との対談などのほか、企画に即した展覧会関連事

業、ワークショップ、オープンスタジオコンサート、パフォーマンスなど、多様な表

現手段を用いた美術館広報を展開し、若い世代をはじめとした新たな来客層への訴求

にもつながる魅力を、当館らしく発信していく。  

他方、動画配信等の充実により美術館への関心をつなぎ留めるなど、今後も続くで

あろう”With Corona”を踏まえた事業を実施していく。 

    

（１） 横尾作品を中心とした展覧会の開催  

   当館は令和４年 11 月に開館 10 周年をむかえることから、令和 4 年度の展覧会を開館

10 周年記念として位置づけて、開催する。 
                        

展覧会名 第１期企画展 
開館 10 周年記念 

Forward to the Past 横尾忠則 寒山拾得への道 

会  期 
令和４年４月９日（土）〜７月 18日（月・祝）87 日間 

（於：２・３Ｆ展示室） 

内  容 

横尾忠則の最新作「寒山拾得」シリーズを紹介する。近年患っている難聴と手 

の腱鞘炎の症状により、横尾の絵は自らが「朦朧体」と呼ぶように線の揺らぎ 

と色彩の重なりに特徴がある。画業 40 年にしてたどり着いたこのスタイルは、

実はこれまでに横尾が何度も試みてきたものだった。本展では、新作と過去作 

を合わせて展示し、その共通点を探ることで横尾が繰り返し試しては追い求め 

てきた絵づくりについて考察する。 

共  催 神戸新聞社 

関連事業 キュレーターズトーク等 

 

展覧会名 YOKOOTADANORI COLLECTION GALLERY 2022 Part1 

会  期 
令和４年４月９日（土）〜７月 18日（月・祝）87 日間 

（於：4Ｆ横尾忠則コレクションギャラリー） 

内  容 横尾忠則がコレクションしたマン・レイ(1890-1976)の作品等を展示する。 

 

 

展覧会名 第２期企画展 
開館 10 周年記念 

横尾さんのパレット 

会  期 
令和４年 8 月 6日（土）〜12 月 25 日（日）122 日間 

（於：２・３Ｆ展示室） 

内  容 

横尾作品の特徴である鮮やかな色彩に着目した展覧会。絵画作品をテーマや様

式から解放して色で分類、展示室をパレットに見立てたインスタレーションで

ヨコオワールドを再構築する。また、使用済みのパレットや公開制作で使用し

た絵具など、作品が生まれる背景も合わせて展示する。 

共  催 (調整中) 

関連事業 キュレーターズトーク、スペシャルライブ（新規；後述）等 

 



 

 

展覧会名 YOKOOTADANORI COLLECTION GALLERY 2022 Part2 

会  期 
令和４年 8 月 6日（土）〜12 月 25 日（日）122 日間 

（於：4Ｆ横尾忠則コレクションギャラリー） 

内  容 （調整中） 

 

展覧会名 収蔵品展 
開館 10 周年記念 
横尾忠則展 満満腹腹満腹 

会  期 
令和５年１月 28日（土）〜2023 年 5 月 7 日（日） 86 日間 

（於：２・３Ｆ展示室） 

内  容 

これまでに開催した企画展をダイジェストで振り返る展覧会。10年前の開館記念

展「反反復復反復」のセルフ・パロディーでもある本展では、限られた展示空間

に、これまで開催された 29 本の展覧会を限界まで詰め込むことを試みる。 

 

展覧会名 YOKOOTADANORI COLLECTION GALLERY 2022 Part3 

会  期 
令和５年１月 28日（土）〜2023 年 5 月 7 日（日） 86 日間 

（於：4Ｆ横尾忠則コレクションギャラリー） 

内  容 （調整中） 

 

 

（２）貴重なアーカイブ資料の整理・公開・展示 

アーカイブでは、横尾氏のもとに保管されていたイラストやポスター、デザイン原

稿はじめ、蔵書・関連記事の掲載誌、レコード収集品など多岐にわたる資料を受け入

れ、順次、整理・公開していく。 

  資料整理をより円滑に行うため、博学連携として甲南大学（令和２年度 11 名）の

博物館実習生を平成 26年度から受け入れている。 

※ 武蔵野美術大学美術館・図書館と掲載雑誌資料の調査及びデータベース構築を

目的とした共同調査事業を行ってきた連携事業は、調査完了により令和元年度で

終了 

  ※ 令和 3年度の神戸芸術工科大学インターンシップ生の受入れは、新型コロナウィル

ス感染拡大により中止 

① 整理 

整理済み資料に関する情報は、横尾忠則現代美術館 HP にて「整理済みアーカイ

ブ資料リスト」として一覧を公開 。 

※ 登録済の資料：3,775 点(令和 4 年１月末) 

② 公開 

整理済み資料については閲覧に供する。（無料、要予約、個人への貸出不可） 

③ 展示 

   企画展等での展示に供している。 

 

（３）作品・資料等の保存・修復活動（拡充） 

  収蔵作品及び資料の劣化要因（温湿度、光、空気汚染物質、有害生物など）を制御、 

排除することで、館内環境を良好に保つよう努める。保存・修復に際しては、作品の

現状維持修復を原則とし、オリジナルの価値を損なわないように配慮しながら、展

示・他館貸し出し等に応じ、修復措置を行っている。（3 年度：55件件実施） 

   また、横尾氏と親交のあった故瀬戸内寂聴氏のコレクション（近現代美術等 38 件）

を新たに収集する。 



 

 

 

（４）県民プレミアム芸術デーの実施（新規） 

県民の芸術文化に触れる機会を充実するため、県立術文化施設の無料開放等を行う県

民プレミアム芸術デーを実施する。 

① 無料開放 ７月 12 日～17 日（６日間） 

② スペシャルライブ（「横尾さんのパレット」関連事業として実施） 

 

（５）オープンスタジオ等を活用した多彩なイベントの実施 

① 企画展関連事業 

横尾氏本人による公開制作（コロナの状況に応じてＺｏｏｍ等による配信を含む）、

企画展ごとに横尾氏と密接な関係のある著名人とのトークショーやライブ、キュレ

ーターズトーク、ワークショップ、講演会等を開催する。 

② オープンスタジオコンサート 

         協会本部のアーティストサロン及び芸術文化センター楽団部等の協力を得て、県

内を中心に活動する優れた音楽家等によるコンサートやアーティストによるパフォ

ーマンスを実施し、美術館のにぎわいづくりと新たなファン層の拡大をめざす。 

    ※ コロナ禍においては、人数制限による開催のほか、オープンスタジオ内での演

奏会という形式にとらわれることなく、前庭や隣接する原田の森ギャラリーの活

用も含め、柔軟に多彩なジャンルを取り入れたイベントを催し、賑わいづくりを

展開していく。 

③ ユーチューブでの動画配信事業等 

     公式ユーチューブチャンネル（令和２年８月開設）において、ギャラリートーク

（字幕：日・英）のほか、展示室の横尾作品をバックにしたパフォーマンスなど、

コロナ禍ならではの映像の制作・配信等を行っていく。 

 

（６）連携によるにぎわいづくり 

  ① 地域との連携 

（ア）地域住民・商店街等との連携 

ポスター・チラシ配布、地域イベント（灘区総合芸術祭、六甲ファミリーまつり、

美かえるカラフルマルシェ）でのＰＲや地域の子どもたち向けのワークショップの

開催、水道筋商店街・王子動物園（令和２年度に連携協定を締結）等とタイアッ

プしたイベント等の実施。 

    ・(新)「三田村管打団？」パレードの水道筋商店街での実施 

  （イ）周辺施設との連携(神戸文学館、灘区民ホール、王子動物園、BBプラザ美術館等) 

       ・ 相互のポスター・チラシの掲示・設置、開会式への招待等を実施 

     ・ 六甲ファミリーまつりや灘区総合芸術祭等への参画 

  ② 学校との連携 

    ・ 芸術系大学を中心に団体受け入れ、学芸員の案内を実施 

    ・ 地元高校の美術部員等を展覧会に招待 

    ・ 学芸員によるアウトリーチ活動（出前講座、オンライン授業等） 

③ 他館との連携 

  （ア）神戸市内美術館で構成する「KOBE MUSEUME LINK」との連携 

共同ホームページの作成、デジタルスタンプラリーによる広報等 

  （イ）ミュージアムロードを構成する主要文化施設 

      県立美術館本館、原田の森ギャラリーはもとより、近接する神戸文学館や神戸

市立王子動物園、ミュージアムロードの中間点に位置するBBプラザ美術館等と連

携し、ポスター掲示、チラシの設置、県立美術館とは半券提示で割引制度を相互

に協力している。 

 

 



 

 

（ウ）国内外の美術館等 

豊島横尾館、西脇市岡之山美術館、国立新美術館、東京都現代美術館、愛知県

美術館、上海当代芸術博物館等、国内外美術館等との広報連携を推進していく。 

 

（７）情報の提供・広報 

   マス・メディアや交通広告はじめ、インターネットの活用など様々な媒体を通じて

広く広報を実施。また横尾氏の国内外での知名度・評価も高いことから、全国誌への

掲載働きかけや展覧会図録の英語バージョンや多言語発信など国際広報にも努める。 

① 知事定例記者会見での発表、記者説明会の開催 

② テレビ・ラジオのニュース・特集番組、新聞等マス・メディアの活用 

③ 芸術・旅行分野の全国紙への掲載働きかけ 

 （新）雑誌・美術手帖でのタイアップ広告掲載（５月頃予定）  

④ インターネット等による当館情報発信 

ホームページ（令和３年３月にリニューアル／多言語対応）、YouTube チャンネル

ツィッター、フェイスブック、メールマガジン、美術館ニュース、インスタグラム、

ＳＮＳによる広告配信 等 

⑤ 交通広告等による広報 

ＪＲ、阪急、山陽への広報、三宮ｾﾝﾀｰ街・ＪＲ三宮駅交番北側への看板掲出、 

ＩＣＯＣＡ／ＪＡＦとの提携・割引を実施するほか、訪日外国人が多く利用する神

戸シティループバスへの広告掲載を行う。 

⑥ 横尾氏本人によるＰＲ 

テレビ出演、雑誌対談、ツイッター（33.5 万フォロワー）などのほか、横尾氏の

コラボ・ブランド(ＧＵＣＣＩ、ＩＳＳＥＩ ＭＩＹＡＫＥ、ＵＧＧ、ＳＷＡＴＣＨ

等）を当館広報に活用 

⑦ 館長によるトップセールス（テレビ、ラジオへの出演、講演会におけるＰＲ） 

⑧ キャッシュレスへの対応 

ＪＴＢ電子チケット、Sonoligo での館外チケット販売、クレジットカード等によ

るキャッシュレスチケット販売の実施 

 



 

 

公益目的以外の施設提供事業 
１ 施設の管理運営事業 

（１）兵庫県民会館 
令和４年度も引き続き指定管理者として、当協会が兵庫県民会館の管理運営を担う

こととなっている。令和２年度から新型コロナウイルス感染防止対策として、 

・会館出入口でのサーモカメラ・消毒液の設置や入退館動線の設定 

・施設改修（トイレの水道蛇口・男性小便器のセンサー化等） 

・会議室等利用者への感染防止対策の徹底及び対策物品の貸出 

・「兵庫県新型コロナ追跡システム」ＱＲコードの各会議室掲示 

・LAN・Wi-Fi 等による館内通信環境の向上によるネット会議対応 

－などの取り組みを順次、強化し、利用者の安全・安心、利便性・サービスの向上を

図ってきた。 

令和４年度も新型コロナ対策に万全を期す一方、コロナ禍終息後に向けて利用動向

を見極めながら、現在低調な夜間会合の誘致などに取り組み利用料収入の向上を図る

とともに、運営経費のコスト削減や経営の合理化に努め、県と協定した９,５１０万

円の還付と併せて、県民が芸術文化に親しむ環境の充実を目指していく。 

   

【所在地】 神戸市中央区下山手通４丁目１６番３号 

【施 設】 ・パルテホール（１１階）（定員 １５０人） 

・けんみんホール（９階）（客席数３６０席） 

・会議室（１８室）    ・集会室（３室） 

・宴会室（３室）     ・団体事務室（２３団体） 

・時間貸駐車場（３７台） ・月極車庫（４４台） 

・営業店舗（２業者） 

・アーティストサロン 

・兵庫県民アートギャラリー 

１階  特別展示室（７８㎡）  

２階  大展示室（３４６㎡）、中展示室（１７６㎡）、 

小展示室（５０㎡） 

 

① 新型コロナウイルス感染症への対応（拡充） 

 新型コロナウイルス感染防止のため、上記の取り組みに加え、毎月初日の一斉申

込受付方法を事前申込方式への変更、利用料金支払でのキャッシュレス対応等の取

り組みを進め、この３月からはクレジットカードや電子マネーにも対応した多機能

決済端末を新たに導入している。さらに兵庫県のデジタル改革課が調整を進めてい

るオンラインでの兵庫県公共施設予約システムの導入について、既存予約管理シス

テムとの整合性を確認しながら検討を進めていく。 

また、館内の LAN や Wi-Fi 設備、通信回線容量の強化も図っており、「３密」を

避けるべく需要が増加しているオンライン会議の取り込みをさらに進めていく。 

 

② ギャラリー・ホールの利用促進及び情報発信の強化 

令和３年１月にリニューアルした県民アートギャラリーについて、令和３年３月

から運用しているパソコンやスマートフォンで展示品を鑑賞できるバーチャルギ

ャラリー“Walk 360”等を通じたＰＲや、特別展示室の空き期間を活用した作品展

示などによる賑わいづくりなどにより、コロナ禍のもとで低調に推移している利用

率の向上をめざす。 

芸術文化関係者が、公演またはリハーサルや練習会場としてけんみんホールを夜

間に利用する場合、利用料金の５０％を助成する社会実験を継続し、芸術文化の振

興と夜間利用率の引き上げを図る。 

また、県民会館のホームページやＳＮＳも活用し、空室情報、催物などの情報を



 

 

提供する一方、ロビー設置のモニターや情報コーナーでの閲覧等により、多彩な文

化情報を提供する。 

 

③ 施設・設備の老朽箇所等の長寿命化等 

老朽化した建物、設備を長持ちさせるための修繕工事や定期点検・メンテナンス

を適時・適切に実施するとともに、喫茶コーナーや地下１階イートインコーナーの

利用促進を図り、会館の快適性や利便性の維持・向上に努める。 

 

④ ギャラリー運営会議の開催 

    広く公平・適正な利用を推進するとともに、効率的・計画的なギャラリー運営の

円滑化を図るため、絵画、美術・工芸、書等の専門家で構成されるギャラリー運営

会議において、貸出計画案の承認を得る。 

 

（２）駐車場等 

①  駐車場等の運営 

各施設への来館者の利便性に配慮した有料駐車場の運営を行う。 

・兵庫県民会館      ：（時間貸）  収容台数   ３７台 

（月極）    収容台数   ４４台 

・芸術文化センター  ：（時間貸）    収容台数 約１００台 

・県立美術館王子分館 ：（時間貸）  収容台数   ３１台 

②  その他、施設利用者の利便向上への取り組み 

・喫茶、レストラン等スペースの貸出（兵庫県民会館、芸術文化センター、ピッ

コロシアター、横尾忠則現代美術館） 

・関連グッズのショップ設置・運営（芸術文化センター、横尾忠則現代美術館） 

・飲料自動販売機の設置（兵庫県民会館、県立美術館王子分館） 

・図書頒布販売、他主催入場券等の受託販売（兵庫県民会館） 


